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§１．研究成果の概要 

 

本年度は，スプライン関数空間や低階数対称テンソル空間の組合せ的性質の解析，リンケージ

の大域剛性問題などの具体的課題に焦点を当て，剛性理論の技法の拡張可能性と課題整理を行

った．特に以下の２項目で大きな研究の進展が得られた． 

 

(1) 低階数テンソル補完の有限性性判定問題を，組合せ論的視点から考察した．テンソル補完の

有限性を特徴づける代数的マトロイドと，ハイパーグラフ上で組合せ的に定義される疎性マトロ

イドとの関連を明らかにし，有限性が成立するための新たな組合せ的条件を導出した．さらに

ランダムハイパーグラフにおいて有限性や唯一性が成立するための組合せ的条件を検証する

ことで，ランダムサンプリングモデルにおけるテンソル補完のサンプル数の上限を導出した．特

に応用上重要な三階テンソルにおいて，既存のサンプル数上限の改善に成功した． 

(2) 単体分割された多様体の局所的構造(各面の形状)から，多様体全体の形状の決定可能性を

考察した．この問題は，多様体が 2 次元球面の場合でも，多面体の剛性問題として古くから研

究がなされている． 2014 年に Connellyは，連続変形だけでなく，局所的な各三角形の形状

から大域的な幾何実現の唯一性が成立するための組合せ的必要十分条件を予想した．今

回，James Cruickshank 氏と Bill Jackson氏との共同研究において Connelly予想の証明に成

功し，頂点配置が一般的な場合，Eulerの主張よりも強い主張が成立することを示した．さらに

議論の高次元化を行い，単体分割された多様体や擬多様体に対しても同様な主張が成立す

ることを証明した．高次元への拡張の系として，Barnetteによる凸多面体の下限定理の一般化

や Kalaiによる凸多面体の再構成予想の部分的解決を行った． 
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